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流通とＳＣ・私の視点 

2016 年６月 18 日 
 

  マーケットデザイン理論とオレンジカウンティの事例!! 

 

今、日本のＳＣの生産性指数（店舗面積１坪当たり売上高×ＳＣ来館者１人当たり客単価＝Ｐ＆Ｐ指数）

はアメリカの半分です。アメリカのＳＣ業界における競争状況は日本のＲＳＣレベルで 1.7 倍、ＳＣ全体で

は３倍以上でありながら、アメリカのＳＣの生産性指数（Ｐ＆Ｐ指数）は日本の２倍の高さで、逆に言うと、

日本のＳＣはアメリカの２分の１の生産性でしかないと言うことができます。 

この原因は、日本のＳＣは飽和状態（2011～2015 年）から成熟期（2016 年以降）になったばかりで、１

つの固有マーケットの中で棲み分けが適切にできず、同じマーケットを複数のＳＣが奪い合っている状態

だからです。比喩論で言うと「マダガスカルのキツネ猿の多様化理論とパンダの竹の美味しい理論ができて

いない」からです。 

ＳＣ業態におけるマーケットデザイン理論は、１つの固有マーケットの中で多層化したマーケット（買い

手＝消費者）と多様化したＳＣ（売り手＝ＳＣ）が互いに最適なる棲み分け（競争相手の売上を奪うことが

なく、自らの得意分野を深化させることにより独自売上が可能な状態）をすることにより、互いのマーケッ

ト上のロスを最小限にすることです。 

その結果、１つの固有マーケットの中には無駄な競争が起こらず、競争ＳＣを意識せずに自らの得意分野

（コンセプトから導き出されるニーズ分野）を徹底的にマッチング（カスタマイズ化＝客に自分のためにつ

くってくれたＳＣと想ってもらえるＳＣ）することにより、１つの固有マーケットを「ブルーオーシャン化」

することができます。現在の日本はまだＳＣの飽和期から成熟期への過渡期であり、１つの固有マーケット

はレッドオーシャン化しており、売り手（ＳＣ側）から見ても買い手（消費者）から見てもロスの多い状態

となっています。そのため、日本のＳＣの生産性はアメリカのＳＣより平均的に低くなっています。 

流通先進国（流通模範国ではない）であるアメリカは、日本よりＳＣ歴が 30～40 年長いため、多くのＳ

Ｃの新陳代謝によるＳＣの成立・成功・成長・成果のノウハウが宝の山のごとく存在しています。 

「１つの固有マーケットの中で全体あるいは特定の分野で競争優位性を持つことがＳＣの勝ちパターン」

です。特定分野で競争優位性のない２番手型ＳＣはコテンパンに負けます。この１つの固有マーケットの中

で互いのＳＣが棲み分けによりブルーオーシャン化した事例として、ロサンゼルス郊外の「オレンジカウン

ティ」が 30 年かけて試行錯誤の中で達成しましたが、このＳＣの棲み分け状態を理論展開において創出す

るノウハウが「ＳＣのマーケットデザイン理論」です。 

１つの固有マーケットとしてのオレンジカウンティには、サウスコーストプラザ（ツーランク上のＳＣ、

ワンランク上のＳＣ、スタンダード型ＳＣの３つのＳＣを兼用）という圧勝志向の一番型ＳＣが存在し、そ

の他のＳＣは大苦戦して草木も生えないＳＣ不毛のマーケットでした。その後 30 年間のＳＣ不毛のマー

ケットの中で聞くも涙、語るも涙のＳＣ相互間の切磋琢磨により、レッドオーシャン（同質間の奪い合い競

争）からブルーオーシャン（棲み分け型ＳＣの競
・

存共栄）マーケットへと変貌しました。 

それらはファッションアイランド（居心地間＋ＲＳＣ＋地域密着）、アーバインスペクトラム（エンター

テインメント＋ＲＳＣ）であり、さらにベラテラ、アナハイムプラザ、メトロポイントはタウンセンターと

して立ち直っています。ベラテラとアナハイムプラザはサウスコーストプラザと異質化するためにエンク

ローズドモールのＲＳＣからオープンエアモールのタウンセンターへと業態転換しました。また、タステン

マーケットプレイス（パワーセンター）、ザ・ブロック（バリューセンター）、アウトレットアットサンクレ

メンテ（アウトレットセンター）は廉価性の業態として成立しています。さらに、ザ・ビレッジアット・ラ

フロレスタはライフスタイルセンター、ザ・ラボはアンチモールとして独自の道を歩んでいます。 

このように、オレンジカウンティは 200 万人の１つの固有マーケットの中で 11 の独自固有ＳＣ（サウス

コーストプラザを３つのＳＣとするならば 13 のＳＣ）が成立し、ＳＣのマーケットデザイン理論に基づく

ブルーオーシャンマーケットを形成しています。 

 (株)ダイナミックマーケティング社
＋６
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